
 
 

2 . 3  ダム用 PS アンカーに関する講習会活動 

研 究 年 度：～令和 3 年度 

研 究 分 野：ダムの改造・再開発に関する調査研究 

調査研究名：ダム用 PS アンカーに関する研究 

研 究 者：川崎秀明、梅園拓磨 

 

【要約】 

ダム用 PS アンカーは、貯水位低下や大規模仮設を必要とせずに、既設ダムを大きな緊張力で

岩盤に緊結・固定することで堤体の安定性を大きく向上させ得ることから、今後ダムの再生や補

修・補強に大いに活用が期待される技術である。ダム技術センターにおける本研究は 2007 年頃

から始まり、2010 年には研究所報告書として設計法を公表した。その後、川俣ダム岩盤 PS 工と

千本ダム堤体 PS アンカーへの適用を経て、2021 年 9 月に「ダム用 PS アンカー設計施工マニュ

アル」を発刊した。当論文は、2021 年 12 月に行われた web 形式講習会の内容を取りまとめたも

のである。 
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【背景・目的】 

1990 年頃から、欧米豪ではダムの堤体や基礎岩

盤の補強のために工期や工費の面で優れる PS アン

カー工法が数多く採用され、その実績を背景に防

食、削孔、計測等の設計・施工技術は格段の進歩を

達成し技術基準類の整備や改訂が進められてきた。 

一方、わが国のアンカーは、斜面安定や法面保持

を主目的とするグラウンドアンカーや建築地盤アン

カーが主流であり、地盤の堅さ、耐用年数、アンカ

ー配置、緊張力管理等の面で、欧米の PS アンカー

とは基本的に大きく相異している。そこで海外技術

成果に着目し、国内ダムへの適用を目指して 2010

年に「アンカー工法におけるダム堤体の補強工法に

関する研究」（ダム技術センター発行）がまとめら

れた。当成果は、川俣ダムの岩盤 PS 工更新や千本

ダムの堤体耐震補強に活用され、現在までにダム用

PS アンカーに関する設計、施工の資料および試験

計測データが多く蓄積されてきた。 

上記を背景に、適用範囲をダム堤体と基礎岩盤に

絞った上で、設計、施工、管理の全般にわたって記

述した「ダム用 PS アンカー設計施工マニュアル」

を 2021 年 9 月に発刊した。 

今後、国内におけるダム再生事業の拡がりととも

に、ダム用 PS アンカーの「局所的に必要な補強が

可能、貯水位低下が必要ない、嵩上げに対応容易」

等の工期、工費だけでない優れた特徴が注目されて

おり、適用ダム数は大きく増えると予想される。 

このため、ダム技術センターでは、ダム用 PS ア

ンカー設計施工マニュアルに関する講習会をweb 

開催してその技術を広く周知することとした。 

講習会の開催は web 方式とし、2021 年 12 月 14

日～17 日の 4 日間にわたって、設計編と施工編の 

2 部構成で 2 回実施され、90 人が受講した。また、

日本ダム協会、日本アンカー協会の協力を得た。 

【研究経緯】 

 2010 年 ダム技術研究所報告書「アンカー工法に

よるダム堤体の補強方法に関する研究」の発刊 

 2017~20 年 川俣ダムの岩盤 PS アンカー１期工事 

 2019~20 年 千本ダムの堤体 PS アンカー工事 

 2019 年 7 月 ダム用アンカー検討委員会とダム用

PS アンカー設計施工マニュアル作成幹事会の発足 

 2021 年 9 月 ダム用 PS アンカー設計施工マニュ

アルの発刊 

 2021 年 12 月 同上講習会の開催 

 
図-1 ダム用PSアンカー設計施工マニュアルのチラシ
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（１）講習会の実施状況 

「ダム用 PS アンカー設計施工マニュアル講習会」

のプログラムを表-1に示す。 

講習会発信はダム技術センターAB 会議室から行

い、講師はダム用 PS アンカー設計施工マニュアル

作成幹事会のメンバーに依頼した。聴講者は 80 名

で、うち 46 名が 12/14,15 の第 1 回講習会、残り 34

名が 12/16,17 の第 2 回講習会に参加した。 

当センターとしては初めての web 講習会であっ

たが、事前周知、申込み受付等を入念に行い、準備

に万全を尽くすことで無事終了することができた。 

関心の高さから質問も多くあり、当センターホーム

ページにQ&A コーナーを掲げている。 

表2～12に講習会で使用された講義主要部の抽出

画面を掲載する。 

図-2 講習会のweb発信状況、講師陣とスタッフ 

表-1 ダム用PSアンカー設計施工マニュアル講習会 プログラム 

年月日、回、編 章 分 時刻 備考 

2021 年 12 月 14 日 

火曜日 

第1回講習会 

設計編 

 

進行役：徳永 篤 

開会の挨拶 5 14:10～14:15 ダム用アンカー検討委員会 委員
長・大町達夫 

1 章 適用 20 14:15～14:35 川崎秀明 

2 章 用語 15 14:35～14:50 川崎秀明 

8 章 管理 20 14:50～15:10 梅園拓磨 

質疑応答 20 15:10～15:30 Web meeting 
休憩 10 15:30～15:40  

5 章 設計 60 15:40～16:40 川崎秀明 

質疑応答 20 16:40～17:00 Web meeting 

2021 年 12 月 15 日 

水曜日 

第1回講習会 

施工編 

 

進行役：川崎秀明 

映像 5 14:10～14:15 千本ダム（施工 video） 

3 章 材料 20 14:15～14:35 徳永 篤 

4 章 防食 15 14:35～14:50 徳永 篤 

7 章 荷重試験 20 14:50～15:10 萩原康之 

質疑応答 20 15:10～15:30 Web meeting 
休憩 10 15:30～15:40  

6 章 施工 60 15:40～16:40 窪塚大輔 

質疑応答 20 16:40～17:00 Web meeting 
 
2021 年 12 月 16 日 

木曜日 

第2回講習会 

設計編 

 

進行役：徳永 篤 

開会の挨拶 5 14:10～14:15 ダム用PSアンカー設計施工マニュ
アル作成幹事会 幹事長・川崎秀明 

1 章 適用 20 14:15～14:35 川崎秀明 

2 章 用語 15 14:35～14:50 川崎秀明 

8 章 管理 20 14:50～15:10 菅輝夫 web 講義 

質疑応答 20 15:10～15:30 Web meeting 
休憩 5 15:30～15:40  

5 章 設計 60 15:40～16:40 稲川雄宣 

質疑応答 20 16:40～17:00 Web meeting 

2021 年 12 月 17 日 

金曜日 

第2回講習会 

施工編 

 

進行役：川崎秀明 

映像 5 14:10～14:15 千本ダム（施工 video） 

3 章 材料 20 14:15～14:35 石田勝也 

4 章 防食 15 14:35～14:50 瀧川 功 

7 章 荷重試験 20 14:50～15:10 稲川雄宣 

質疑応答 20 15:10～15:30 Web meeting 
休憩 5 15:30～15:40  

6 章 施工 60 15:40～16:40 徳永 篤 

質疑応答 20 16:40～17:00 Web meeting 
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表-2  web講習会の始まる前の画面： 開始前に上記の注意事項を記した待ち受け画面を放映 
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表-3 １章適用 抽出画面： ダム用PSアンカーの役割、設計体系上の位置づけ、関係指針類等 
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表-4 ２章用語 抽出画面： 重要な技術概念、PSアンカーの技術用語等 
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表-5 ３章材料 抽出画面： PC鋼より線、定着具、位置固定具、パッカー、グラウト等 
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表-6 ４章防食 抽出画面： テンドンの防食仕様、フルボンド、防水、遅れ破壊等 
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表-7 ５章設計１ 抽出画面： 設計フロー、配置設計、安定検討、設計アンカー力、解析、緊張力等 

アンカー設置後堤体の安定検討 
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表-8 ５章設計２ 抽出画面：詳細設計、定着長、自由長、台座・擁壁、断面設計、緊張方法等 
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表-9 ６章施工１ 抽出画面： 施工計画、準備工、削孔方式、削孔機、削孔工、施工管理等 
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表-10 ６章施工２ 抽出画面： 水圧試験、テンドン組み立て・挿入、注入、アンカー力導入、記録等 
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表-11 ７章荷重試験 抽出画面： 荷重試験、引抜き試験、長期引張り試験、適性試験、確認試験等 
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表-12 ８章管理 抽出画面：維持管理計画、監視計画、緊張力計測、点検、健全度調査・評価等 
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